
日本コーチング教育振興協会 倫理基準 
この倫理基準の主要な部分は、国際コーチ連盟の倫理基準から引用抜粋されたものです 

 
前文 
 
日本コーチング教育振興協会（以下、ＡＣＥＡ）は、国際コーチ連盟（以下、ＩＣＦ）の

倫理基準に準拠したＡＣＥＡ倫理規定を定め、コーチングの卓越性を維持し、促進するこ

とを約束します。 
 
そのためＡＣＥＡは、すべてのメンバーと資格認定コーチ（コーチ、コーチのメンター、

指導者＝スーパーバイザー・コーチ・トレーナーや学習者）に対し、倫理規定の項目や原

則を遵守することを期待します。 
 
 
第１部：定義 
 
コーチング  
コーチングとは、思考を刺激し続ける創造的なプロセスを通して、クライアントが自身の

可能性を公私において最大化させるようにコーチとクライアントのパートナー関係を築く

ことであり、クライアントの持つ本来の力を引き出しあるいは開発しながら、その求めて

いるゴールに到達できるよう効果的に支援するための意図的で継続的なファシリテーショ

ンとコミュニケーションである。 
 
コーチングの関係性における役割  
コーチングの関係での役割を明確にするために、クライアントとスポンサーの違いを区別

することが必要な場合がある。多くの場合、クライアントとスポンサーは同一であり、 
その際には当該者をクライアントと称する。ＡＣＥＡは、クライアントとスポンサーを区

別するために、これらの役割を以下のように定義する。 
 

クライアント： 
クライアントとはコーチングされる人（々）である。 

 
スポンサー： 
スポンサーとは、コーチングサービスの支払いを行うか、あるいは、コーチングサービ

スを設定した存在（その代理者も含む）である。すべての場合において、コーチング契

約はクライアントおよびスポンサーの権限、役割と責任を明らかに定める必要がある。  



プロフェッショナルなコーチングの関係  
コーチングが双方の責任を明確にした同意（契約を含む）があるときに、プロフェッショ

ナルなコーチングの関係が成立するものとする。 
 
その他の定義 
 
学習者 ：  
学習者はコーチングのプロセスを学ぶか、あるいはコーチングの能力を高め、開発する

ために、スーパーバイザーやメンターコーチに従事しているか、コーチのトレーニング

プログラムに籍を置いている者である。 
 
利益相反： 
コーチがクライアントに対して、コーチとしての、あるいはプロフェッショナルとして

の業務遂行に影響が出る可能性のある程度に、プライベートな、または個人的な関心を

持っている状況。 
 
 
第２部：認定コーチの倫理行動基準 
 
第１節：プロフェッショナルとしての行動 
 
コーチとして、私は、 
 
1)トレーニング、メンター、指導者（スーパーバイザー）としての活動を含むコーチとして

のすべての交流や活動において、ＡＣＥＡの倫理規定に従い行動します。 
 
2)コーチ、トレーナー、メンターコーチの行いが倫理規定違反である、もしくはその可能性

があることに気が付いた場合は、それが私、他人のどちらに対してのものかに関わらず、

速やかにＡＣＥＡに連絡します。 
 
3)それを知らされるべき相手（組織、従業員、スポンサー、コーチ、その他を含む）に対し、

規定に定められた責任について説明し、認識を促します。 
 
4)年齢、種族、性別、民族、性的指向、宗教、国籍、障害などによる（違法な）差別を行い

ません。 
 



5)私がコーチとして提供するものについて、また、コーチの職業性やＡＣＥＡについて、真

実と正確さを持って話し、記述します。 
 
6) コーチングの資格や専門知識、経験、トレーニング、認証やＡＣＥＡの認定資格につい

て、正確に明示します。 
 
7)他者の尽力と貢献を認識し、尊重し、それらをまるで自分自身に帰属するもののように偽

りません。私は、この基準に違反すると、第三者による法的措置の対象となり得ることを

理解しています。 
 
8)いかなる時も、私のコーチングのパフォーマンス、あるいはプロのコーチとしての関係性

を、損なう、対立を生む、妨げる等の可能性のある個人的な問題を常に意識するよう努め

ます。状況が必要とする際にはいつでも、速やかに専門的な支援を求め、コーチングの関

係を中断もしくは終了することを含め、取るべき行動を決定します。 
 
9)倫理規定が私と、コーチングのクライアント、コーチング対象者、学習者と指導対象者（ス

ーパーバイジー）と私の関係に適用されることを理解しています。 
 
10)一定の科学的基準および適切な指針に従って、所定の能力を有した上で誠実に調査の実

施および報告を行います。研究・調査を行うにあたっては、関係者から必要な同意および

承認を得て、関係者に被害が及ぶ可能性がないように配慮した方法をとります。すべての

調査活動は、研究が行われる国のすべての適用法令に準拠した方法で実施します。 
 
11)私は、守秘義務、セキュリティ、およびプライバシー保護を推進し、関連する法令や契

約を遵守する形で、コーチング業務中に作成した、電子的なファイル通信を含む、すべて

の記録を保持、保管、および処分します。 
 
12)ＡＣＥＡのメンバーの連絡先情報（電子メールアドレス、電話番号など）を、ＡＣＥＡ

によって認められた範囲でのみ使用します。 
 
 
第 2 節：利益相反 
 
私はコーチとして、 
 
13)利益相反およびその可能性を意識し続けることに努め、利益相反の可能性がある場合、



率直に開示を行います。また、利益相反が発生した際は、自らの解任を提案します。 
 
14) 組織内コーチの境界を定め、役割を明確化し、コーチングと他の役割との間で発生する

可能性のある競合を利害関係者と確認します。 
 
15) 当該クライアントの紹介によって第三者との間に授受される予定の報酬を、クライアン

ト本人とそのスポンサーに対して開示します。 
 
16) 報酬の形にかかわらず、コーチ/クライアントの対等な関係性を尊重します。 
 
 
第 3 節：クライアントに対するプロフェッショナルとしての行動基準 
 
私はコーチとして、 
 
17)クライアント及び見込みクライアントやスポンサーに、コーチングプロセスの潜在的な

価値やコーチとしての私について、私が真実であると知っていることを倫理的に話します。 
 
18) 私は、事前あるいは最初の会合で、コーチングのクライアントとスポンサーが、コーチ

ングの特質や、守秘義務、金銭的取り決め、コーチングに関する契約上のあらゆる条件に

ついての内容と範囲を確実に理解するよう、説明に努めます。 
 
19) コーチングの関係を開始する前に、クライアントおよびスポンサーとの間に、明確な合

意や契約を結び、この合意を尊重します。この契約はすべての関係者の役割、責任と権利

を含むものとします。 
 
20) クライアントやスポンサーと、物理的、あるいはその他の形でのやりとりの際には、明

確で適切な意図に基づき、文化的に配慮した距離感を持って、接することを意識する責任

を持ちます。 
 
21) 現在のクライアント、スポンサー、学習者、または指導対象者（スーパーバイジー）と

は、いかなる性的または恋愛的関係も持つことを避けます。さらに、サポートスタッフや

アシスタントを含む当事者間の潜在的な性的親密さの可能性に注意し、安全な環境を提供

するために、適切に対処するか、契約をキャンセルするなどの措置を取ります。 
 
22) 同意や契約の条件に従って、クライアントが任意の時点でコーチングの関係を終了する



権利を尊重します。コーチングの関係から受け取れる価値に変化が生じてきた際には、そ

の旨を告知します。 
 
23) 自分のクライアントやスポンサーにとって、他のコーチや支援手段がより適切であると

判断した場合は、それらを勧めます。 
 
 
第 4 節：守秘義務・プライバシー 
 
コーチとして、私は、 
 
24)すべてのクライアントおよびスポンサーの情報について、法律によって要求されない限

り、厳格な水準で守秘義務を守ります。 
 
25) コーチングの情報が、コーチ、クライアント、スポンサー間でどのようにやり取りされ

るかについて、明確な合意を持ちます。 
 
26) クライアントとスポンサーの両方、学習者、または指導対象者（スーパーバイジー）を

持ち、コーチ、コーチのメンター、指導者（スーパーバイザー）やトレーナー、として活

動する場合、守秘性が維持されない可能性がある条件（例えば、違法行為、裁判所の有効

な命令または召喚、自己または他人に危険が差し迫っているかそれに近い状況、など）に

ついて、必ず対象者と任意にかつ意識的に、機密性の限界に書面で同意するものとします。

その中には上記のいずれかの状況が適用される際、私は該当する機関に通知する必要があ

るかもしれないと考えていることを含みます。 
 
27) 私のクライアントをサポートするために私と一緒に働くすべての人々に対し、第 4 節：

守秘義務・プライバシーの 26 条、および該当する可能性のある倫理規定の他の部分を遵守

することを求めます。 
 
 
第 5 節：継続的な能力開発 
 
コーチとして、私は、 
 
28)プロフェッショナルとしてのスキルを継続的に開発し続けます。 
  



第 3 部：倫理誓約 
 
私は、ＡＣＥＡの認定コーチとして、クライアント、スポンサー、同業者、そして社会全

体に対して、倫理的・法律的な義務を履行することに同意します。 
 
私は、ＡＣＥＡの倫理規定を遵守し、コーチングを行う相手に対してこれらの基準を実践

することを誓います。私が、この倫理誓約もしくはＡＣＥＡの倫理規定の一部にでも違反

した場合、私の責任については、ＡＣＥＡの独自の裁量に委ねることに同意します。さら

に、違反に伴いＡＣＥＡに対して発生する私の責任には、ＡＣＥＡにおける会員資格や認

定資格のはく奪などの制裁が含まれることに同意します。 
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